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あ な た は 

No.132 号 

町 の 人 ロ 

(9 月末日現在） 

総人口 8, 892人 

4, 176人 

4, 716人 

世帯数 2, 670世帯 

男

女

 

ン」 

じ
 
て
 
保
 
存
 
し
 

て
 
下
 
さ
 

い。 

多

彩

な

町

民

文

化

祭

 

来

年

は

も

っ

 と

盛

ん

に

 

一 

十
一
月
三
日
か
ら
の
町
民
文
化
祭
は
、
あ
い
に
く
の
天
候
に
も
か
か
わ
一
 

（
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
多
く
の
町
民
の
参
加
が
あ
っ
て
盛
大
に
行
な
わ
一
 

一
れ
ま
し
た
。
 

一 

人

気

集

 め
 
た
 

文
化
祭
は
ま
ず
三
日
の
午
前
十
時
か
 

ら
花
火
の
号
砲
を
合
図
に
開
会
式
が
あ
 

り
池
永
町
長
が
会
場
の
テ
ー
プ
を
切
っ
 

バ
 

ザ
 

ー
 
と
 

フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル
 

て
開
場
さ
れ
ま
し
た
。
 

行
事
は
三
日
の
書
画
、
写
真
、
創
作
 

美
術
品
、
盆
栽
、
生
花
な
ど
の
展
示
会
 

フマ 

を
は
じ
め
、
古
式
ゆ
か
し
い
野
立
て
の
 

茶
会
、
益
田
謙
吉
氏
の
文
化
講
演
、
自
 

衛
隊
の
パ
レ
ー
ド
と
演
奏
会
な
ど
多
彩
 

な
催
し
が
あ
り
ま
し
た
。
 

な
か
で
も
、
今
年
は
じ
め
て
行
な
わ
 

れ
た
文
化
祭
バ
ザ
ー
と
四
日
夜
の
町
民
 

フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
人
気
を
集
め
、
バ
 

ザ
ー
で
は
予
想
の
五
倍
以
上
の
利
用
者
 

が
あ
り
、
町
民
フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル
に
は
 

八
幡
制
鉄
の
楽
団
ハ
ニ
ー
ハ
ワ
イ
ア
ン
 

ズ
の
ゲ
ス
ト
出
演
，
音
成
彦
始
郎
玄
海
 

青
年
の
家
主
幹
主
事
、
飛
鷹
北
九
州
レ
 

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
事
務
局
長
の
レ
 

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
指
導
が
あ
り
、
地
 

元
か
ら
も
青
年
、
婦
人
の
出
演
が
あ
っ
 

て
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

最
後
は
キ
ャ
ン
ド
ル
の
灯
の
中
で
フ
イ
 

ナ
ー
レ
を
飾
る
な
ど
、
趣
向
を
こ
ら
し
 

た
催
し
に
五
〇
〇
人
を
越
え
る
参
加
者
 

が
楽
し
い
夜
を
す
ご
し
ま
し
た
。
 

公
民
館
で
は
、
こ
の
文
化
祭
を
全
町
 

的
の
お
祭
り
に
ま
で
も
っ
て
い
く
た
め
 

年
々
計
画
を
練
り
．
多
く
の
町
民
団
体
 

に
呼
び
か
け
て
い
く
こ
と
に
し
て
お
り
 

ま
す
。
 

選挙人名簿にのっていますか 

選挙人名簿は、住民基本台帳（住民票）に登録されている人の中から有権者を自動的に選挙人名 

簿に登録されることになっています。たとえ赤池町に長く住んでいる事実があっても、住民登録の 

届出をしない限り、いつまでたっても住民基本台帳に登録されません。 

必ず自分が選挙人名簿に登録されているか確めて下さい。尚、選挙人名簿に登録されていない人 

は投票できません。 

赤池町役場内（総務課） 選挙管理委員会 



=＝で（3) 

中学生個人の部 

 (2)-」J い
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

か い け あ
 

報
 

広
 

交
通
事
故
を
な
く
そ
う
ガ
 

赤
池
町
に
信
号
機
（
第
一
号
）
が
で
 

き
る
。
 

市
場
の
木
村
渥
美
さ
ん
（
五
十
才
）
 

が
「
交
通
事
故
絶
滅
の
た
め
に
役
立
て
 

て
く
だ
さ
い
。
」
と
田
川
交
通
安
全
協
 

会
に
現
金
五
十
万
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
 

た。 
こ
の
寄
付
は
木
村
さ
ん
の
二
男
、
信
 

一
君
が
今
年
の
四
月
十
九
日
夜
、
市
場
 

県
道
で
交
通
事
故
の
た
め
死
亡
さ
れ
そ
 

の
保
険
金
の
一
部
を
寄
付
さ
れ
た
も
の
 

で
す
。
 

田
川
交
通
安
全
協
会
は
地
元
、
赤
池
 

町
に
設
置
し
て
は
と
協
議
さ
れ
ま
し
た
 

の
で
、
児
童
通
学
で
危
険
な
と
こ
ろ
と
 

し
て
、
赤
池
派
出
所
横
の
交
差
点
に
設
 

置
さ
れ
ま
し
た
。
 

費
用
は
八
十
五
万
円
か
か
り
ま
し
た
 

の
で
、
残
り
の
費
用
は
赤
池
町
と
田
川
 

交
通
安
全
協
会
が
負
担
し
ま
し
た
。
 

渡
り
初
め
に
は
、
木
村
さ
ん
、
町
執
 

行
部
、
赤
池
保
育
園
児
三
十
人
も
参
加
 

し
ま
し
た
。
 

初
心
運
転
者
の
標
識
 

（
マ
ー
ク
）
表
示
義
務
に
 

つ
い
て
 

（初心者マーク〕 
十
月
一
日
か
ら
初
心
運
転
者
は
普
通
 

自
動
車
を
運
転
す
る
と
き
は
、
 

（
他
人
 

の
自
動
車
を
借
り
る
場
合
で
も
）
必
ず
 

「
初
心
者
マ
ー
ク
」
を
つ
け
な
け
れ
ば
 

な
り
ま
せ
ん
。
 

そ
の
理
由
は
免
許
と
り
た
て
の
人
の
 

事
故
が
き
わ
め
て
多
い
た
め
で
す
。
 

ま
た
、
ま
わ
り
の
人
達
か
ら
も
注
意
 

と
協
力
を
得
て
交
通
の
危
険
を
防
止
す
 

る
た
め
で
す
。
 

初
心
運
転
者
や
一
般
運
転
者
の
方
は
 

次
の
こ
と
を
特
に
注
意
し
て
交
通
ル
ー
 

ル
を
正
し
く
守
っ
て
下
さ
い
。
 

④
 
初
心
運
転
者
 

初
心
運
転
者
と
は
普
通
免
許
を
受
け
 

第
十
二
回
上
野
峡
口
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
 

盛

況

に

挙

行

さ

れ

る

 

水
上
選
手
（
新
日
鉄
）
 
ニ
年
連
続
制
覇
 

福
岡
県
陸
上
競
技
協
会
、
赤
池
町
、
 

赤
池
町
教
育
委
員
会
主
催
朝
日
新
聞
社
 

赤
池
町
体
育
協
会
後
援
の
第
十
二
回
上
 

野
峡
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
十
月
十
日
 

の
 
「
体
育
の
日
」
に
盛
大
に
行
な
わ
れ
 

ま
し
た
。
 

コ
ー
ス
公
認
第
三
回
目
、
赤
池
町
役
 

場
か
ら
上
野
峡
折
返
し
の
コ
ー
ス
で
中
 

好記録で優勝宮田中学藤井政彦選手 

た
者
で
免
許
の
経
歴
が
一
年
に
満
た
な
 

い
人
 

〇
 

マ
ー
ク
を
つ
け
る
位
置
 

マ
ー
ク
は
自
動
車
の
前
面
お
よ
び
後
 

面
で
歩
行
者
が
見
や
す
い
よ
う
に
つ
ぎ
 

の
よ
う
な
位
置
に
つ
け
る
こ
と
。
 

※
 
傾
斜
が
大
き
く
見
え
に
く
い
箇
所
 

や
前
面
ウ
イ
ン
ド
ガ
ラ
ス
に
表
示
し
た
 

り
、
保
安
基
準
に
定
め
る
燈
火
類
、
番
 

号
標
等
の
効
用
を
そ
こ
な
い
、
ま
た
は
 

低
下
さ
せ
る
よ
う
な
表
示
を
し
な
い
こ
 

と。 
④
前
面
は
バ
ン
バ
ー
、
ラ
ジ
エ
タ
ー
グ
 

リ
ル
の
右
側
部
分
，
キ
ヤ
ブ
オ
ー
バ
 

タ
イ
プ
等
は
車
体
の
右
側
部
分
 

＠
後
面
は
ウ
イ
ン
ド
ガ
ラ
ス
ま
た
は
車
 

体
の
右
側
部
分
 

⑤
高
さ
は
地
上
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
 

か
ら
百
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
間
 

※
 

マ
ー
ク
は
交
通
安
全
協
会
、
ま
た
 

は
近
く
の
自
動
車
部
品
店
で
お
求
め
下
 

さ
い
。
 

⑥
 

一
般
運
転
者
（
初
心
者
以
外
）
 
の
 

注
意
義
務
 

〇
 
初
心
運
転
者
（
車
）
 
に

幅

寄

せ

 

（
間
隔
〇
、
五
m
未
満
）
行
為
を
し
 

な
い
こ
と
。
 

〇
 
初
心
運
転
者
（
車
）
 
が
追
突
を
さ
 

け
る
た
め
必
要
な
車
隔
距
離
を
保
っ
 

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
る
よ
う
 

な
進
路
を
変
更
し
な
い
こ
と
。
 

「
違
反
」
を
す
る
と
次
の
よ
う
な
処
分
 

を
う
け
ま
す
．
 

④
 
初
心
運
転
者
が
マ
ー
ク
を
つ
け
な
 

い
で
運
転
し
た
と
き
は
罰
則
一
万
円
以
 

学
生
、
高
校
生
、
 

一
般
各
部
に
計
三
百
 

九
選
手
が
参
加
し
気
温
、
湿
度
と
も
絶
 

好
の
コ
ン
デ
ェ
シ
ョ
ン
の
も
と
に
行
な
 

わ
れ
ま
し
た
が
全
般
的
に
記
録
は
低
調
 

に
終
り
ま
し
た
。
 

沿
道
で
観
衆
の
声
援
も
多
く
走
る
選
 

手
達
に
元
気
づ
け
て
く
れ
大
会
は
盛
況
 

の
う
ち
に
幕
を
と
じ
ま
し
た
。
 

各
部
の
五
位
ま
で
の
成
績
は
次
の
と
 

お
り
で
す
。
 

「
中
学
五
キ
ロ
チ
ー
ム
レ
ー
ス
」
 

①
宮
田
中
A
②
仲
津
中
⑧
曽
根
中
 

④
宮
田
中
B

⑤
霧
ケ
丘
中
A
' 

「
中
学
五
キ
ロ
レ
ー
ス
」
 

①
藤
井
 
政
彦
（
宮
田
中
）
 

②
神
野
仁
佐
吉
（
宮
田
中
）
 

③
安
東
 
治
重
（
頴
田
中
）
 

④
矢
山
 
博
昭
（
直
方
一
中
）
 

⑤
北
野
 
信
明
（
足
立
中
）
 

「
高
校
十
キ
ロ
レ
ー
ス
」
 

①
吉
柳
 
正
俊
（
飯
塚
商
）
 

②
堀
之
内
保
次
（
門
司
工
）
 

③
松
永
 
康
弘
（
久
留
米
工
）
 

④
広
未
 
秀
樹
（
苅
田
工
）
 

⑤
伊
藤
 
正
敏
（
常
盤
）
 

「
一
般
十
マ
イ
ル
レ
ー
ス
」
 

①
水
上
 
則
安
（
新
日
鉄
）
 

②
奥
村
 
雅
博
（
井
筒
屋
）
 

③
古
賀
 
敏
男
（
井
筒
屋
）
 

④
前
田
 
秋
美
（
九
州
電
工
）
 

⑥
日
野
 
勝
元
（
三
菱
化
成
）
 

下
の
罰
金
ま
た
は
科
料
（
過
失
も
処
罰
 

さ
れ
ま
す
。
）
 

反
則
金
二
千
円
。
点
数
一
点
 

＠
 

一
般
運
転
者
の
義
務
違
反
 

罰
則
 
三
万
円
以
下
の
罰
金
 

反
則
金
 
大
型
は
四
千
円
 

普
通
・
二
輪
は
三
千
円
 

原
付
は
二
千
円
 

点
数
一
点
 

県
道
小
竹
ー
赤
池
線
 

バ
イ
パ
ス
完
成
 

赤
池
派
出
所
横
よ
り
小
峠
ま
で
の
バ
 

イ
パ
ス
（
小
竹
ー
赤
池
）
が
こ
の
ほ
ど
 

完
成
さ
れ
ま
し
た
。
 

道
路
延
長
約
二
千
メ
ー
ト
ル
．
道
路
 

巾
員
七
、
五
メ
ー
ト
ル
 

飼
い
犬
に
対
す
る
飼
い
主
 

の
適
正
管
理
に
つ
い
て
 

最
近
の
新
聞
、
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
 

て
い
ま
す
様
に
特
に
野
犬
お
よ
び
飼
い
 

犬
の
放
し
飼
に
よ
る
人
畜
に
対
す
る
被
 

害
が
各
地
で
頻
発
し
て
い
ま
す
。
 

赤
池
町
で
も
野
犬
が
多
く
各
地
域
か
 

ら
苦
情
が
舞
込
ん
で
お
る
現
状
で
こ
れ
 

ら
は
各
家
庭
に
お
け
る
適
正
な
犬
の
飼
 

育
管
理
す
る
以
外
あ
り
ま
せ
ん
。
 

住
民
の
皆
様
に
御
協
力
を
お
願
い
し
 

ま
す
。
 

尚
、
赤
池
町
条
例
（
赤
池
町
飼
い
犬
 

取
締
条
例
）
が
あ
り
ま
す
の
で
条
例
の
 

抜
す
い
を
今
回
か
ら
遂
次
登
載
し
ま
 

す。 
「
赤
池
町
飼
い
犬
取
締
条
例
」
 

（
目
的
）
 

第
一
条
 
こ
の
条
例
は
、
飼
い
犬
が
人
 

畜
そ
の
他
に
害
を
加
え
る
こ
と
を
防
止
 

す
る
た
め
、
飼
い
犬
の
管
理
を
適
正
に
 

し
、
も
っ
て
社
会
生
活
の
安
全
と
公
衆
 

七
・
五
・
一
一
一
 

十
一
月
十
五
日
は
七
・
五
・
三
の
お
 

祝
い
の
日
で
す
。
 

三
歳
・
五
歳
・
七
歳
に
な
っ
た
お
子
 

さ
ん
の
お
祝
い
で
、
 
一
般
的
に
は
、
男
 

の
子
は
三
歳
と
五
歳
、
女
の
子
は
三
歳
 

と
七
歳
の
と
き
、
成
長
を
祝
う
行
事
で
 

す。 そ
れ
ぞ
れ
の
儀
式
と
し
て
氏
神
さ
ま
 

に
お
参
り
す
る
の
が
習
わ
し
で
、
歴
史
 

的
に
は
、
三
歳
の
お
祝
い
は
着
物
の
付
 

け
ひ
も
を
と
っ
て
帯
を
し
め
は
じ
め
る
 

女
の
子
の
お
祝
い
。
 

五
歳
は
男
の
子
の
袴
着
と
も
い
い
初
 

め
て
袴
を
つ
け
る
祝
い
。
 

七
歳
は
男
女
児
と
も
幼
児
期
の
終
り
 

と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
た
年
齢
で
「
ひ
も
 

な
お
し
の
お
祝
い
」
と
い
っ
て
帯
を
し
 

め
初
め
を
祝
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
 

建
設
省
へ
の
苦
情
は
 

役
場
玄
関
わ
き
の
 

投
書
箱
ヘ
ク
」
 

衛
生
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
 

る。 （
定
義
）
 

第
二
条
 
こ
の
条
例
で
、
 

「
飼
い
主
」
 

と
は
現
に
犬
を
所
有
し
、
占
有
し
、
又
 

は
管
理
す
る
者
を
い
い
、
 

「
飼
い
犬
」
 

と
は
飼
い
主
の
あ
る
犬
を
い
う
。
 

（
飼
い
主
等
の
義
務
）
 

第
三
条
 
1
 
飼
い
主
は
、
飼
い
犬
を
 

飼
育
又
は
管
理
し
て
い
る
場
所
に
お
い
 

て
は
、
そ
の
飼
い
犬
の
性
質
形
態
等
に
 

応
じ
て
囲
い
の
中
に
飼
い
、
ま
た
鎖
で
 

つ
な
ぐ
等
の
方
法
で
飼
い
犬
が
人
畜
そ
 

の
他
に
害
を
加
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
 

必
要
な
措
置
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
 

ら
な
い
。
 

2
 
人
畜
そ
の
他
に
害
を
加
え
る
お
そ
 

れ
の
あ
る
飼
い
犬
は
、
こ
れ
を
制
御
す
 

る
こ
と
が
で
き
る
者
で
な
け
れ
ば
連
れ
 

出
し
て
は
な
ら
な
い
．
 

3
 
飼
い
犬
に
綱
又
は
鎖
を
つ
け
て
そ
 

の
綱
又
は
鎖
等
を
保
持
し
、
人
畜
を
か
 

む
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
は
、
ロ
輪
を
か
 

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

以
上
は
第
一
条
か
ら
第
三
条
ま
で
の
 

条
例
の
抜
す
い
で
す
。
 

犬
を
飼
う
に
は
必
ず
狂
犬
病
予
防
注
 

射
を
さ
せ
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
 

う
注
意
し
て
下
き
い
。
 

次
号
に
て
条
例
を
連
載
し
ま
す
。
 



」

一

 議
会
だ
よ
り
 

け
 

(5) か ‘、 あ
 

報
 

広
 

け
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

去
る
十
月
五
日
福
岡
市
民
会
館
に
お
 

い
て
、
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会
が
催
 

さ
れ
本
町
も
町
議
会
議
員
全
員
が
出
席
 

し
ま
し
た
。
 

こ
の
研
修
会
の
目
的
は
、
最
近
の
内
 

外
諸
情
勢
の
著
し
い
変
動
に
対
処
し
、
 

適
切
か
つ
効
率
的
な
議
会
活
動
の
展
開
 

に
資
し
、
町
村
自
治
の
振
興
発
展
を
図
 

北
九
州
国
定
公
園
に
 

指
定
さ
れ
る
 

‘
昭
和
四
十
七
年
十
月
十
六
日
環
境
庁
 

告
示
第
三
十
三
号
で
北
九
州
国
定
公
園
 

と
し
て
指
定
に
な
り
ま
し
た
。
 

公
園
区
域
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

1
、
区
域
指
定
の
基
本
方
針
 

本
公
園
は
、
福
岡
県
の
北
部
に
あ
た
 

り
、
筑
紫
山
脈
の
東
端
を
な
す
山
岳
の
 

う
ち
、
優
れ
た
カ
ル
ス
ト
景
観
を
持
つ
 

平
尾
台
、
山
岳
景
観
の
よ
い
福
智
山
脈
 

展
望
地
点
と
し
て
優
れ
た
風
師
山
、
足
 

立
山
等
に
つ
い
て
、
そ
の
自
然
を
保
護
 

す
る
と
と
も
に
、
利
用
の
増
進
を
は
か
 

る
た
め
に
設
定
す
る
。
 

面
積
八
、
二
四
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
 

そ
の
関
係
市
町
は
次
の
と
お
り
で
 

す。 

る
こ
と
で
す
。
 

又
翌
日
 
（
六
日
）
本
町
教
育
委
員
と
 

と
も
に
、
近
い
将
来
予
定
さ
れ
る
、
赤
 

池
中
学
校
改
築
の
た
め
、
先
進
地
の
各
 

学
校
を
視
察
し
、
各
学
校
長
お
よ
び
関
 

係
諸
先
生
の
説
明
を
熱
心
に
聴
取
し
今
 

後
の
赤
池
町
発
展
を
き
し
、
研
修
会
を
 

終
え
ま
し
た
。
 

視
察
学
校
名
 

〇
 
東
住
吉
中
学
校
 

〇
 
志
免
中
学
校
 

〇
 
鞍
手
南
小
学
校
 

説明に聞きいる町議会議員および教育委員の人達 

4 

北
九
州
市
・
直
方
市
・
行
橋
市
・
京
 

都
郡
苅
田
町
・
赤
池
町
の
三
市
二
町
で
 

す。 恵
ま
れ
た
観
光
資
源
で
あ
り
ま
す
の
 

で
今
後
の
美
化
運
動
に
御
協
力
お
願
い
 

い
た
し
ま
す
。
 

県
道
八
幡
ー
赤
池
線
 

（
新
赤
池
橋
 
ー
 
旧
赤
池
橋
 

間
）
の
道
路
改
修
工
事
に
つ
 

い
て
 

県
開
発
就
労
事
業
で
赤
池
ー
八
幡
線
 

の
道
路
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
の
で
、
 

住
民
の
み
な
さ
ん
へ
お
知
ら
せ
い
た
し
 

ま
す
。
 

工
期
は
 

r 

自
昭
和
四
十
七
年
十
月
三
＋
日
 

至
昭
和
四
十
八
年
三
月
二
十
五
日
 

で
交
通
制
限
等
が
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

秋
の
町
民
野
球
大
会
 

ク
ナ
イ
ン
ス
タ
ー
ズ
優
勝
ガ
 

東
京
六
大
学
野
球
を
赤
池
に
再
現
し
 

た
よ
う
な
若
々
し
い
球
宴
が
秋
空
の
下
 

秋
季
火
災
予
防
 

週
 
間
 
始
 
ま
 
る
 

十
一
月
二
十
六
日
（
日
）
か
ら
＋
一
一
 

月
二
日
（
土
）
ま
で
の
一
週
間
は
火
災
 

予
防
週
間
で
す
。
 

住
民
の
皆
さ
ん
次
に
あ
げ
る
こ
と
を
 

注
意
し
て
下
さ
い
。
 

1
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
と
寝
た
ば
こ
 

・
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
 

2
、
外
出
時
、
就
寝
前
の
火
の
元
を
点
 

検
し
ま
し
ょ
う
。
 

3
、
子
供
、
老
人
及
び
身
体
の
不
自
由
 

な
病
人
な
ど
は
出
来
る
だ
け
避
難
の
 

出
来
や
す
い
場
所
に
就
寝
さ
せ
ま
し
 

よ・つ。 

4
、
暖
房
器
具
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
 

・つ。 「
早
い
発
見
、
 

早
い
通
報
が
 

人
命
を
救
い
ま
す
。
」
 

火
事
と
救
急
は
局
番
な
し
の
 

一
一
九
番
へ
 

慣
れ
た
火
に
 

新
た
な
注
意
 

に
十
月
二
十
二
日
 
（
日
）
、
 
二
十
九
日
 

（日） 

の
二
日
間
、
町
内
八
チ
ー
ム
に
 

よ
っ
て
優
勝
杯
争
奪
が
行
な
わ
れ
、
ナ
 

イ
ン
ス
タ
ー
ズ
が
晴
れ
の
優
勝
杯
を
手
 

に
よ
ろ
こ
び
の
汗
を
ぬ
ぐ
い
ま
し
た
。
 

（優勝）ナインスターズ 

I 

円ナインスターズ 

' ‘ 成 

叫、区青年A 
不ナイン 
戦スターズ I 」八区貴年A ぎ 

(O井勝K7) 
」 
◇ で 豊 琴旦 冬 準 ‘ I . お 
区 4 言 ！子二 刀く杉く 塚1 又 ~△ h 

青ー ン ‘ r 校 

B 今 p 犀去 不 A え 

湊 ム 

中学校A 

八
区
青
年
A
 

益 呈 り 
IフI Fョ フ二 

ナ 

高
校
チ
ー
ム
 

ー
奥
永
組
青
年
 

ド
中
学
校
A
 

一 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
 

員
は
ど
ん
な
人
が
選
ば
 

一

 

一 

れ
る
か
 

一

 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
は
三
 

す。 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
は
、
赤
 

池
町
の
住
民
で
町
税
義
務
が
あ
る
者
 

の
う
ち
か
ら
、
町
議
会
の
同
意
を
得
 

て
、
町
長
が
選
任
し
ま
す
。
 

赤
弛
公
民
館
句
会
 

ホ
ト
ト
ギ
ス
同
天
 

白
石
天
留
翁
 
選
 

橋
渡
る
牛
の
一
頭
露
け
し
や
 

青
甫
 

部
屋
夜
寒
む
寄
り
来
て
み
ん
な
押
し
黙
 

り
 

）
ン
水
心
子
 

山
坊
の
秋
深
み
ゆ
く
水
の
音
 

春
翁
 

・、J 
,' 

「
青
年
ご
ぼ
れ
話
し
」
 

市
場
八
区
青
年
団
は
新
ら
し
く
体
質
 

を
改
善
し
、
男
女
団
員
は
共
に
諸
事
業
 

や
行
事
に
又
学
習
と
団
長
、
高
林
朝
一
 

君
を
中
心
に
取
り
組
み
、
過
疎
と
若
者
 

の
不
在
に
ぢ
え
ぐ
町
の
青
年
問
題
に
明
 

る
い
光
を
な
げ
か
け
て
い
ま
す
。
 

野
球
部
も
そ
の
一
端
と
し
て
、
つ
く
 

ら
れ
A

・
B

ニ
チ
ー
ム
の
 
ガ
チ
ー
ム
づ
 

く
り
ル
を
行
な
い
長
野
義
隆
氏
を
部
長
 

に
し
て
暇
を
み
て
は
中
学
校
の
グ
ラ
ン
 

ド
で
心
と
技
と
身
体
を
き
た
え
て
い
ま
 

す． チ
ー
ム
を
結
成
し
て
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
 

つ
く
り
、
青
年
の
プ
ラ
イ
ド
と
闘
志
 

を
つ
つ
み
昨
今
で
は
、
ボ
ー
リ
ン
グ
等
 

の
レ
ジ
ヤ
ー
ス
ポ
ー
ッ
に
出
か
け
る
人
 

や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
足
を
ふ
み
入
れ
る
人
 

も
な
く
明
る
い
顔
と
意
気
に
燃
え
輝
や
 

い
て
い
ま
す
。
 

各
地
区
も
こ
の
よ
う
な
青
年
の
新
ら
 

し
い
自
立
L
の
ス
テ
ッ
プ
を
ふ
ま
れ
る
よ
 

う
希
望
し
ま
す
。
 

「
川
川
ii
か
引
川
ー
 

こ
の
法
律
は
、
農
地
は
そ
の
耕
作
者
 

み
ず
か
ら
が
所
有
す
る
こ
と
を
最
も
適
 

当
で
あ
る
と
認
め
て
、
耕
作
者
の
農
地
 

の
取
得
を
促
進
t
、
及
び
そ
の
権
利
を
 

保
護
し
、
並
び
に
土
地
の
農
業
上
の
効
 

率
的
な
利
用
を
図
る
た
め
そ
の
利
用
関
 

、、、、、ーー、、、、ー，、、、、、ー、、、、、ー、、、、
I
I
ー、、、、、J I

 

人
の
委
員
を
も
っ
て
組
織
し
て
い
ま
ー
 

すo 

一 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
任
期
一
 

は
三
年
で
克
 

、一 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
主
な
】
 

仕
事
は
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
 

さ
れ
た
事
項
に
関
す
る
不
服
を
中
立
 

的
な
立
場
で
審
査
決
定
す
る
仕
事
で
一
 

・

」

 

た
た
ず
ま
う
岩
冷
や
か
に
あ
り
に
け
り
 

昭
女
 

生
陶
に
秋
蝶
影
を
落
し
つ
つ
 

駒
女
 

高
原
の
日
に
蛸
蝉
（
と
う
ろ
う
）
の
枯
 

れ
急
ぐ
 

注
」
蛸
鄭
…
』
・
か
ま
き
り
 

一
歩
 

◇
な
は
続
く
病
床
流
転
天
の
川
 

◇
星
珠
沙
華
（
ま
ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ
）
 

散
る
や
赤
き
に
耐
え
か
ね
で
 

◇
蝶
の
恋
ま
ぶ
し
き
ま
で
に
昇
り
つ
め
 

り 

‘ 

『 

朱
鳥
句
集
よ
り
 

注
 
員
珠
沙
華
 

ひ
が
ん
花
 

広
報
あ
か
い
け
を
ご
愛
読
く
だ
さ
い
 

ま
し
て
、
ご
意
見
や
投
稿
希
望
な
ど
が
 

あ
り
ま
し
た
ら
ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
 

役
場
総
務
課
文
書
広
報
係
 

ま
で
お
申
し
出
下
さ
い
。
 

係
を
調
整
し
、
も
っ
て
耕
作
者
の
地
位
 

の
安
定
と
農
業
生
産
力
の
増
進
と
を
図
 

る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。
 

H
 
定
義
 

①
 

こ
の
法
律
で
「
農
地
」
と
は
 

耕
作
の
目
的
に
供
さ
れ
る
土
地
を
い
い
 

「
採
草
放
牧
地
」
と
は
、
農
地
以
』
外
の
 

土
地
で
「
主
と
し
て
耕
作
又
は
養
畜
の
 

事
業
の
た
め
の
採
草
又
は
家
畜
の
放
牧
 

の
目
的
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
い
ま
 

す。 

？ 

②
 
自
作
地
と
小
作
地
 

「
自
作
地
」
と
は
、
耕
作
の
事
業
を
行
 

う
者
が
所
有
権
に
基
い
て
そ
の
事
に
供
 

し
て
い
る
農
地
を
い
い
、
 

「
小
作
地
」
 

と
は
、
耕
作
の
事
業
を
行
う
者
が
所
有
 

権
以
外
の
権
原
に
基
い
て
そ
の
事
業
に
 

供
し
て
い
る
農
地
を
い
い
ま
す
。
 

③
 

「
小
作
採
草
放
牧
地
」
と
は
『
 

耕
作
又
は
養
畜
の
事
業
を
行
う
者
が
、
 

所
有
権
以
外
の
権
原
に
基
い
て
そ
の
事
 

業
に
供
し
て
い
る
採
草
放
牧
地
を
い
い
 

ま
す
。
 

④
 

こ
の
法
律
で
「
自
作
農
」
と
は
 

農
地
又
は
、
採
草
放
牧
地
に
つ
き
所
有
 

権
に
基
い
て
耕
作
又
は
、
養
畜
の
事
業
 

を
行
う
個
入
を
い
い
、
 

「
小
作
農
」
 
と
 

は
、
農
地
又
は
、
採
草
放
牧
地
に
つ
き
 

所
有
権
以
外
の
権
原
に
基
い
て
耕
作
又
 

は
、
養
畜
の
事
業
を
行
う
個
人
を
い
い
 

ま
す
 

そ
の
他
、
農
地
又
は
、
採
草
放
牧
地
 

の
権
利
移
動
の
制
限
等
に
つ
い
て
い
ろ
 

い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
又
次
号
に
て
お
知
 

ら
せ
い
た
し
ま
す
。
 

・ 

に・L
・ 

一
 



(7) (6) け
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

金

・

銀

・

銅

の

 

メ

ダ

ル

を

胸

に

ノ

 

早
朝
マ
ラ
ソ
ン
の
よ
い
子
達
 

十
月
十
日
（
体
育
の
日
）
上
野
峡
ロ
ー
 

ド
レ
ー
ス
の
行
事
の
先
頭
を
切
っ
て
、
 

毎
月
第
三
日
曜
日
を
、
早
朝
マ
ラ
ソ
ン
 

の
日
と
し
て
参
加
し
健
脚
と
身
体
を
き
 

た
え
て
き
た
よ
い
子
達
は
、
福
智
下
宮
 

前
を
ス
タ
ー
ト
ー
斉
に
役
場
前
ゴ
ー
ル
 

を
来
期
の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
を
目
ざ
す
 

若
い
力
の
よ
う
に
、
金
・
銀
・
銅
と
＋
 

位
ま
で
の
選
手
に
，
メ
ダ
ル
が
声
援
と
 

拍
手
の
中
で
手
わ
た
さ
れ
ま
し
た
。
 

五
位
ま
で
の
よ
い
子
の
名
前
は
つ
ぎ
 

の
と
お
り
で
す
。
 

①
 
松
尾
研
一
郎
 

②
 
世
良
 
雄
彦
 

⑧
 
太
田
 

信
也
 

④
 
松
野
 
直
高
 

⑤
 
宮
崎
 
優
樹
 

「
早
朝
マ
ラ
ソ
ン
に
 

み
ん
な
参
加
し
ま
し
ょ
う
／
」
 

パ

ー

ソ

ン

ト

リ

ッ

プ

 

（

交

通

実

態

）

調

査

完

了

す

る

 

パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
に
つ
き
ま
 

し
て
は
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
ご
迷
惑
を
 

お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。
 

お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
全
調
査
を
完
了
 

で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
申
し
 

上
げ
ま
す
。
 

こ
の
調
査
が
今
後
の
交
通
体
形
の
基
 

礎
と
な
り
よ
り
よ
い
交
通
安
全
の
指
針
 

と
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
に
紙
 

上
を
も
っ
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

) 
早朝マラソンで表彰をうけるよい子達 

左より世良雄彦君、松尾研一郎君、太田信也君 

青

少

年

の

非

行

の

芽

は

 

早

く

大

人

の

温

い

手

で

 

つ

み

ま

し

よ

う

 

秋
晴
れ
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
、
野
に
 

山
に
青
少
年
の
力
強
い
姿
が
、
又
若
い
 

声
が
こ
だ
ま
し
湧
き
あ
が
っ
て
い
ま
 

す
。
し
か
し
日
々
の
新
聞
、
テ
レ
ビ
の
 

ニ
ユ
ー
ス
で
見
聞
す
る
よ
う
に
社
会
の
 

暗
い
面
を
物
語
っ
て
い
る
の
は
青
少
年
 

の
非
行
で
す
。
 

将
来
あ
る
青
少
年
が
強
く
、
た
く
ま
 

し
く
明
る
い
方
向
に
育
て
導
く
の
が
、
 

大
人
の
温
い
責
務
で
は
な
い
で
し
ょ
う
 

か。 
「
家
の
子
に
か
ぎ
っ
て
」
 
と
か
、
 

「
家
の
子
は
大
丈
夫
だ
」
と
か
、
こ
れ
 

は
子
を
も
つ
親
の
気
持
で
は
な
い
で
し
 

ょ
う
か
。
 

街
に
は
「
シ
ン
ナ
ー
遊
び
」
、
 

「未 

青
年
の
タ
バ
コ
」
、
 

「
s
E
x

」
と
悪
 

へ
の
誘
惑
の
手
が
待
ち
広
げ
ら
れ
て
い
 

ま
す
。
 

将
来
あ
る
青
少
年
を
、
お
互
い
に
こ
 

の
悪
へ
の
誘
惑
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。
 

悪
い
こ
と
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
 

な
ら
ば
警
察
か
青
少
年
補
導
員
に
知
ら
 

せ
て
下
さ
い
。
 

少年不良行為補導人 員表 昭和47年 自1月 至8月 田 川警察署 
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弧
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弧
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弧
 1
 申

 風
 

」
為
 

一竹 

一
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総
 
数
 

年 4 ， 別 学 最 良 別 

町
以
下
 

9
 
才
 

10
才 11才 

12 13

才 

14

才 

15

才 

16

才 

17 18

才 

19

才 

小
学
生
 

中
学
生
 

高
校
生
 

学
校
生
 

各
 
種
 

有
 
職
 

無
 
職
 

凶 器 携 帯 

乱 暴 

け ん か 

た か り 

家 出 

怠 学 

物 品 持 出 し 

金 銭 濫 費 

不 純 異 性 交 遊 

飲 酒 

喫 煙 

不 良 交 友 

盛 り 場 は い か い 

不 健 全 娯 楽 

夜 遊 び 
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公

営

住

宅

敷

地

 

造

成

工

事

は

じ

ま

る

 

さ
る
十
月
十
一
日
（
水
）
赤
池
町
も
 

と
赤
池
炭
坑
火
葬
場
附
近
下
高
尾
原
野
 

を
町
営
住
宅
敷
地
造
成
に
自
衛
隊
が
来
 

町
し
工
期
約
ニ
ケ
月
間
隊
員
訓
練
を
か
 

ね
公
営
住
宅
建
設
敷
地
造
成
工
事
を
す
 

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

皆
川
三
尉
外
二
十
四
名
で
宿
舎
は
旧
 

東
光
閣
に
就
寝
し
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
中
型
 

四
台
、
ト
ラ
ッ
ク
三
台
で
視
律
正
し
い
 

け
 

報 あ か い 広
 

、も 
、

〈

 

生
活
の
も
と
に
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
 

す。 工
事
総
額
は
百
二
十
三
万
壱
千
円
、
 

整
地
面
積
は
七
千
四
百
平
方
メ
ー
ト
ル
 

で
す
。
 

上 公営庄宅敷地造成工事すすむ 

右 公営住宅敷地造成完成想定図 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
 

に
あ
た
っ
て
の
注
意
ノ
・
 

予
防
注
射
を
う
け
て
い
な
い
人
は
あ
 

ら
か
じ
め
体
温
の
測
定
、
間
診
、
視
診
 

聴
打
診
な
ど
の
方
法
に
よ
っ
て
健
康
状
 

態
し
ら
べ
禁
忌
（
き
ん
き
）
に
あ
た
る
 

と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
接
種
を
し
な
い
 

で
下
さ
い
。
 

た
だ
し
医
師
が
判
断
し
接
種
を
し
て
 

も
よ
い
と
云
わ
れ
た
な
ら
ば
接
種
し
て
 

下
さ
い
。
 

次
の
事
項
に
該
当
す
る
人
は
予
防
接
 

種
を
さ
け
て
下
さ
い
。
 

の
 
鶏
卵
、
鶏
肉
そ
の
他
鶏
類
に
対
し
 

て
過
敏
症
性
体
質
の
者
 

回
 
有
熱
患
者
、
心
臓
血
管
系
腎
臓
ま
 

た
は
肝
臓
に
疾
患
の
あ
る
者
、
糖
尿
病
 

脚
気
そ
の
他
医
師
が
接
種
を
行
う
こ
と
 

が
不
適
当
と
認
め
る
疾
患
に
か
か
っ
て
 

い
る
者
 

囲
 
病
後
衰
弱
者
ま
た
は
著
し
い
栄
養
 

障
害
者
 

目
 

ァ
レ
ル
ギ
ー
体
質
者
ま
た
は
け
い
 

れ
ん
体
質
者
 

困
 
妊
産
婦
 

、、4 
ソ
 

十

一

月

・

十

ニ

月

の

 

衛
 

生
 

行
 

事
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
 

11 

月
7

日
 
赤
池
町
公
民
館
（
一
回
）
 

赤
池
町
部
住
民
 

13 

・ 30 

時
ー
 15 

時
 

11 

月
8
日
 
中
尾
生
活
館
（
一
回
）
 

中
尾
住
民
 

13 

・ 30 

時
ー
 15 

時
 

11 

月
 10 

日
 
老
人
ホ
ー
ム
 

（
二
回
）
 

13 

・ 30 

時
？
 15 

時
 

11 

月
 14 

日
 
赤
池
町
公
民
館
（
二
回
）
 

赤
池
町
部
住
民
 

13 

・ 30 

時
ー
 15 

時
 

11 

月
 15 

日
 
上
野
小
学
校
体
育
館
 

（
一
回
）
上
野
小
学
校
児
童
 

上
野
保
育
園
児
、
上
野
住
民
 

13 

・ 30 

時
ー
 15 

時
 

11 

月
 22 

日
 
上
野
小
学
校
体
育
館
 

（
二
回
）
上
野
小
学
校
児
童
、
 

上
野
保
育
園
児
、
上
野
住
民
 

13 

・ 30 

時
ー
 15 

時
 

12 

月
ー
日
 
中
尾
生
活
館
（
二
回
）
 

中
尾
住
民
 

13 

・ 30 

時
2
 15 

時
 

12 

月
5
日
 
中
尾
生
活
館
 

（
一
回
）
 

中
尾
保
育
園
児
 

13 

・ 30 

時
ー
 15 

時
 

12 

月
6
日
 
赤
池
中
学
校
体
育
館
 

（
一
回
）
赤
池
中
学
校
生
徒
、
 

市
場
小
学
校
児
童
 
市
場
保
育
 

園
児
、
市
場
住
民
 

13 

・ 30 

時
ー
 15 

時
 

12 

月
8

日
 
赤
池
保
育
所
 

（
一
回
）
 

赤
池
保
育
園
児
 

13 

・ 30 

時
？
 15 

時
 

12 

月
 13 

日
 
赤
池
中
学
校
体
育
館
 

（
二
回
）
赤
池
中
学
校
生
徒
、
 

市
場
小
学
校
児
童
、
市
場
保
育
 

園
児
、
市
場
住
民
 

13 

・ 30 

時
ー
 15 

時
 

12 

月
 15 

日
 
赤
池
保
育
所
 

（
二
回
）
 

赤
池
保
育
園
児
 

12 

月
 19 

日
 
中
尾
生
活
館
 

（
二
回
）
 

中
尾
保
育
園
児
 

13 

・ 30 

時
ー
 15 

時
 

赤

い

羽

根

共

同

募

金

 

に

つ

い

て

 

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
こ
の
尊
 

い
寄
付
金
は
県
内
の
社
会
福
祉
施
設
や
 

福
祉
団
体
、
そ
の
他
多
く
の
恵
ま
れ
な
 

い
人
達
に
使
用
さ
れ
、
地
域
の
福
祉
増
 

進
に
大
き
な
貢
献
を
い
た
し
て
お
り
ま
 

す
。
皆
様
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
 


